
７/１９（金）1学期も最終日となりました。終業式では校長か
ら子供たちに向けて、1学期の振り返りと夏休みの過ごし方に
ついて以下のように話しました。

皆さんは高瀬小の児童ですから、「楽しく、かしこく、精一
杯」を夏休み中も続けてください。そのうえで、「挑戦」と
「つながり」について話します。

まずは「挑戦」です。せっかくの夏休みですから、普段はで
きない挑戦をたくさんしてほしいと思います。例えば、図工や
国語、自由研究などの作品募集。たくさん挑戦してみてくださ
い。学校では募集していなくても、様々なコンクールが開かれ
ています。自分の可能性を自分で広げてみましょう。自分だけ
ではできないこともあると思います。そのときはお家の人と一
緒に取り組んでみましょう。

次に「つながり」です。学校では友達や先生とのつながりが
ありますが、夏休み中は家族や地域の人とつながることが多い
と思います。家族の一員として、家族のために自分がやること。
もう決めてありますか？ 何をするのかは、お家の人と相談す
ることも必要ですね。また、高瀬地域や富岡市内のあちこちで
イベントがあります。８／３には、高瀬小学校を会場に
「ふるさと広場」が開かれます。積極的に
参加して、地域の人と交流してみてください。
家族や地域の人とつながり仲良くなる。
そんな夏休みになるといいですね。
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【高瀬小Webページ】

最新の情報を
掲載するよう努
めています。
こちらのQRコー
ドからアクセス
してください。

６月下旬に昨年度から要望
のあった教育相談を実施しまし
た。担任と保護者で、学校や家
庭での様子や、今後お子さん
をどう導いていくかを情報共有
しました。じっくりお話しさせて
いただきましたので、１学期の
通知表の総合所見は省略させ
ていただきます。
7/12(金)悪天候の中、緊急

時の引き渡し訓練を行いまし
た。今年度は課題となっていた
フォームでの名簿作成や引き
渡しカードの廃止、身分証明書
の提示への切り替えを行いま
した。ご協力に感謝します。

R6年度150万アクセス

お世話になりました
教育相談・引き渡し訓練
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【就学援助制度のご案内】

富岡市では子どもの生活困窮化対
策として、法に基づき、経済的な理由に
よって就学が困難な児童生徒の保護
者を対象に就学援助を行っています。
学用品費や通学用品費、校外活動費、
小６・中３の修学旅行費、医療費（う歯、
中耳炎、結膜炎など）が援助の対象と
なります。
学校給食費は、学校教育課から学校
給食センターへ直接振り込まれます。
新たに申請を希望される
方は、学校または教育委員
会へご相談ください。
現在受給中の方には、個
別に通知が届きますので、
手続きを進めてください。

【地域のこども園・小中学校とつながる】
コロナ禍で途絶えていた、こども園や中学校との連携

が、内容を見直しながら再開されています。
こども園とは、職員による相互の授業・保育参観を行い、

情報交換を行っています。入学予定者が決まる時期に、
園児を小学校に招き、1年生との交流会を行う予定です。
南中学校とは、Funglishへの英語担当者の派遣を皮

切りに、学力向上や生活指導、教育相談、特別支援、共
同学校事務などの分野で職員の交流・情報交換を図っ
ていきます。
南中学校で一緒になる額部小学校とは、JAの方々の

協力のもと、5年生が米作りを通して交流を深めています。
いずれの事業も、入学・卒業する子どもたちが、新しい環
境に順応し、充実した生活を送ることができるように、取
組を進めています。

【もしものときの連絡先】

小学校や園
での様子を
情報交換し
ています。

額部小と合同の米作り
籾まき、代掻
き（どろんこ
体験）、田植
えで3回交流

お世話に
なった先生
に音読を披
露しました。

地域のこども園との連携

ゲーム、
コミュニ
ケーショ
ンで大盛
り上がり

南中 Funglish Time

夏季休業中に、大きなケガや病気をした場合や交通事故にあった場合には、
平日の日中に高瀬小学校まで電話連絡をしてください。

高瀬小電話：0274(６２)０５７８
学校閉庁期間 ８／１０（土）～８／１８（日）は、職員不在のため、緊急連絡
フォームを開設します。QRコードを読み取り、フォームで連絡をお願いします。


